
 

 

1 
事業主用（2022 年 7 月） 

ご契約者各位 

近畿労働金庫 

「賃金控除事務支援システム」ご利用開始にあたって 

 

このたびは、賃金控除事務支援サービスをお申し込みいただき、誠にありがとうございます。 

ご利用に際しましては、下記の案内をご参照のうえ、各種設定作業等を行っていただきますよ

う、お願い申し上げます。 

 

記 

 

１．ご利用のパソコンについて 

詳細については、「クライアント環境（通しページ：1ページ）」をご確認ください。 

なお、ご利用のパソコンでご不明な点がございましたら、社内ネットワーク管理者さまに

ご確認をお願いいたします。 

（１）OS 

「Windows 8.1」「Windows 10 Home、Pro」「Windows 11 Home、Pro」 

※ 以降、「Windows 10 Home、Pro」を「Windows 10」と表記します。 

※ 以降、「Windows 11 Home、Pro」を「Windows 11」と表記します。 

（２）ブラウザー 

「Microsoft Edge(IEモード)」 

なお、「Microsoft Edge（IEモード)」のご利用に際しては、「Microsoft Edge IE モード

設定手順（通しページ：14ページから 41ページ）」をご参照のうえ、IE モードの設定を行

ってください。 

「Windows 8.1」の「Internet Explorer11」は 2023年 1月 10日まで同社によるサポート

が継続されるため、利用が可能となります。 

 

種類 アイコン ブラウザー画面 

IE11 

  

Edge 

IE 

モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※IEモードが設定されたWebサイトをMicrosoft Edgeで開くと、上図のようにInternet Explorerの

アイコンがブラウザー画面に表示されます。 

なお、IEモードが未設定の場合は、Internet Explorerのアイコンがブラウザー画面に表示さ

れませんので、IEモードの設定作業をお願いします。 
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（３）ブラウザーの起動方法（Windows10および Windows11の場合） 

ア．「Microsoft Edge(IEモード)」 

① 画面左下の「スタート」ボタン（Windowsアイコン）をクリックして、スタートメ

ニューを表示させます。 

② アプリ一覧の「Microsoft Edge」をクリックします。 

 

２．ご利用開始の前にご用意いただくもの 

（１）“ろうきん”賃金控除事務支援サービス ご利用開始（変更）のお知らせ 

以下、「ご利用開始（変更）のお知らせ」といいます。 

ご契約番号、アクセス先 URLをご確認いただきます。 

（２）ろうきん賃金控除事務支援サービス 初期パスワード届出書（お手元の写し） 

（３）メールアドレス 

ご登録のメールアドレスにお知らせメールが届きます。 

（４）ご利用いただくユーザーID・パスワード 

ユーザーID 初期設定時にご登録いただくログイン IDです。 

パスワード 初期設定時にご登録いただくログインパスワードです。 

【注】ユーザーID、パスワードとも、半角英数混在 6～12桁でご登録ください。 

英字は大文字と小文字を区別します。 

 

３．インターネットオプションの設定 

「インターネットオプションの設定（通しページ：2 ページから 13 ページ）」をご参照の

うえ、設定を行ってください。 

設定内容が相違すると正常にアクセスできなかったり、電子証明書の発行ができなかった

りしますので、1つずつ確認のうえ操作を行ってください。 

【注】社内のセキュリティ対策により、設定に制限が設けられているケースもあります。 

手順どおりに設定ができない場合は、社内ネットワーク管理者さまにご確認ください。 
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４．本システムへのアクセス 

「Windows 8.1」の「Internet Explorer11」または「Microsoft Edge(IEモード)」を起動

し、「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載の URLにアクセスしてください。 

なお、URL入力の際は https://…の「s」が抜けないよう注意してください。 

【注】アクセスしようとするとブラウザーのウィンドウが閉じてしまう場合 

上記「３．インターネットオプションの設定」の＜ポップアップブロックの設定＞（通

しページ：9ページから 11ページ）の設定もれか設定誤りの可能性がありますので、再度

ご確認ください。 

 

５．マスターユーザーの初期登録・電子証明書発行 

「マスターユーザーが行う初期設定（通しページ：42ページから 54ページ）」を参照のう

え、マスターユーザーの初期登録および電子証明書の発行を行ってください。 

【注】「電子証明書発行」ボタンをクリックしてもログイン画面に戻ってしまう場合 

上記「３．インターネットオプションの設定」の＜「信頼済みサイト」の登録＞（通し

ページ：12 ページから 13 ページ）の登録もれか登録誤りの可能性がありますので、再度

ご確認ください。 

 

６．一般ユーザーの登録 

複数の担当者でシステムをご利用の場合は、「一般ユーザーの登録（通しページ：55 ペー

ジから 62ページ）」を参照のうえ、マスターユーザーが一般ユーザーの登録を行ってくださ

い。 

一般ユーザーが行う初期設定は、「一般ユーザーが行う初期設定（通しページ：63 ページ

から 74ページ）」を参照してください。 

 

７．本システムへのアクセス・ログイン・基本機能 

「本システムへのアクセス（通しページ：75ページから 89ページ）」を参照してください。 

 

８．電子証明書の更新・再発行 

電子証明書の有効期限は、発行日を含めて 366日間です。 

有効期限が切れる 30日前にメールでお知らせします。 

電子証明書の更新は、有効期限の 30日前から可能です。 

なお、有効期限が過ぎた場合でも、電位証明書を再発行することでログインが可能です。 

「電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更）（通しページ： 90ページか

ら 97ページ）」を参照してください。 
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９．操作マニュアルについて 

添付の資料は、賃金控除事務支援システム操作マニュアルの抜粋です。 

【共通編】本文 

【共通編】別紙 1 

【導入手順書】 

Microsoft Edge IEモード設定手順 

【事業主編】本文 

： 8ページ 

： 1ページから 12ページ 

 

： 5ページから 32ページ 

：14ページから 69ページ 

 

操作マニュアル（【共通編】本文を除く）および使用帳票は、当システムにログインのうえ、

システム内の「メニュー⇒共通機能⇒マニュアル照会」によりご覧いただけます。ダウンロ

ードも可能です。 

 

10．その他  

（１）ご利用のパソコンを変更する場合 

インストール済の電子証明書を失効させる必要があります。 

システム内の「メニュー⇒共通機能⇒マニュアル照会」により、「【帳票】ログインＩＤ／

パスワード依頼書」を出力のうえ必要事項をご記入いただき、お取引店にご提出ください。 

【注】一般ユーザーの電子証明書は、マスターユーザーが当該ユーザー情報を削除のうえ、

再登録することでも失効させることが可能です。 

（２）マスターユーザーを交代する場合・マスターユーザーがパスワードを失念した場合 

マスターユーザーのログイン ID・パスワードを初期化する必要があります。 

システム内の「メニュー⇒共通機能⇒マニュアル照会」により、「【帳票】ログインＩＤ／

パスワード依頼書」を出力のうえ必要事項をご記入いただき、お取引店にご提出ください。 

【注】初期パスワード届出書（お手元の写し）を紛失されている場合は、「【帳票】初期パス

ワード届出書（事業主向け）」により、あらためてお届けください。 

（３）一般ユーザーがパスワードを失念した場合 

ア．マスターユーザーが、システム内の「メニュー⇒契約ユーザー情報照会⇒当該一般ユ

ーザー「更新へ」」により、当該一般ユーザーのログインパスワードを変更（仮パスワ

ードを設定）してください。 

イ．一般ユーザーは、初回ログイン時に仮パスワードを変更してください。 

（４）マスターユーザー・一般ユーザーのメールアドレスを変更する場合 

マスターユーザーが、システム内の「メニュー⇒契約ユーザー情報照会⇒当該ユーザー

「更新へ」」によりメールアドレスの変更を行ってください。 

以上 

 

 



 

 

 
 

参照資料 

賃金控除事務支援システム 操作マニュアル 

操作マニュアル【共通編】本文 

操作マニュアル【共通編】別紙 1 

操作マニュアル【導入手順書】 

Microsoft Edge IEモード設定手順 

操作マニュアル【事業主編】本文 

通しページ： 1ページ 

通しページ： 2ページから 13ページ 

 

通しページ：14ページから 41ページ 

通しページ：42ページから 97ページ 
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ご利用可能時間 

 

月～金曜日 土・日・祝休日 

8:00～20:00 ご利用いただけません 

 

※ 上記時間帯であってもメンテナンス等によりご利用いただけない場合がございます。ご了承下さい。 

 

 

クライアント環境 

クライアントの動作環境について以下に示します。 

［表Ⅰ．３－１］ 

OS および OS 別利用可能ブラウザ 

ＯＳ ブラウザ 

Windows 8.1 Internet Explorer 11、Microsoft Edge（IE モード） 

Windows 10 Home、Pro Microsoft Edge（IE モード） 

Windows 11 Home、Pro Microsoft Edge（IE モード） 

その他ソフトウェア 

帳票閲覧ツール Adobe Reader DC 

ＣＳＶ閲覧ツール Excel 

ハードウェア 

ＣＰＵ ソフトウェアの推奨スペックに準ずる 

メモリー ソフトウェアの推奨スペックに準ずる 

空ディスク容量 ソフトウェア導入後の空ディスク容量は 500MByte以上を推奨 

 

※ クライアント PC（利用者端末）からの利用形態はブラウザを使用したＷｅｂ形態です。 

※ ブラウザについては、本システムをご利用になる前に設定の確認をお願いします。 

    「別紙１．インターネットオプションの設定」 

※ クライアント PCへのソフトウェアやアプリケーション等の導入は、極力行わないようにして下さい。 

※ Adobe Reader は 64ビット版 Internet Explorer をサポートしていません。 

※ Windows 8.1 については、デスクトップ UI にて動作確認しております。 

モダン UI（タッチパネル方式）は動作確認対象外とさせていただきます。 

※ Windows10 および Windows11に搭載されたブラウザソフトウェア「Microsoft Edge」は動作確認の対象外の 

ブラウザとなりますが、「Microsoft Edge」に搭載の IE モードへの切り替えを行うことで「Microsoft Edge」 

でのご利用が可能となります。 
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別紙１． インターネットオプションの設定 

 

本システムをご利用頂くには、ActiveX／JavaScript／Cookie／ポップアップブロックの設定お

よび「信頼済みサイト」への登録が必要です。 

以下に示す手順を参考にインターネットオプションの設定を行ってください。 

 

 

セキュリティの観点から、オートコンプリート機能を無効化したうえでご利用いただくようお願いします。 

※オートコンプリート機能とは、一度入力した ID・パスワードを PC内部に保存し、次回からのログイン手続きを

省略するものです。同じサイトにアクセスする場合、2回目以降のログインはスムーズになりますが、PC内部

に情報が残るため、どなたでもログインが可能となったり、ID・パスワード情報の漏えいに繋がる恐れがあり

ます。この機能をご利用の場合には、十分ご注意ください。 

 

 

 

 

＜ActiveX と JavaScriptの設定＞ 

 

（1） Windows の「検索」から「インターネットオプション」と検索し、「インターネットオプション」を

開きます。 
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（2） ［セキュリティ］タブを選択し、［インターネット］ゾーンの［レベルのカスタマイズ］ボタンを押

します。 
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（3） 「セキュリティ設定」画面を以下のように設定し、最後に［OK］ボタンを押します。 

 

①                           ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③                           ④ 
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＜Cookieの設定＞ 

 

（4） ［プライバシー］タブを選択します。 

ご利用の OSがWindows 8.1の場合、 

「インターネットゾーンの設定」の確認をします。 

インターネットゾーンの設定が「中」「低」「すべての Cookie を受け入れる」のいずれかであ

る場合は、以下（５）（６）（７）は不要です。 

 

 

                                               インターネットゾーンの設定一覧 

・ 「すべての Cookieをブロック」 

・ 「高」 

・ 「中－高」 

・ 「中」 

・ 「低」 

・ 「すべての Cookieを受け入れる」 

 

 

 

 

 

 

     ご利用の OSが Windows 10の場合、以下（５）（６）（７）の設定を行います。 
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ご利用の OSがWindows 11の場合、以下（５）（６）（７）の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5） ［サイト］ボタンを押します。 

ご利用の OSがWindows 8.1の場合 
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ご利用の OSがWindows 10の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用の OSがWindows 11の場合 
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（6） 「Web サイトのアドレス」に「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載されている URL を入力

し、［許可］ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7） ［OK］ボタンを押します。 
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＜ポップアップブロックの設定＞ 

 

（8） 「ポップアップブロック」の設定を確認します。 

「ポップアップブロックを有効にする」のチェックボックスがチェックされている場合は、設定

ボタンを押します。 

「ポップアップをブロックする」のチェックボックスがチェックされていない場合は、以下

(9)(10)は不要です。 

 

ご利用の OSがWindows 8.1の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用の OSがWindows 10の場合 
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ご利用の OSがWindows 11の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9） 「ポップアップブロックの設定」画面の「許可する Webサイトのアドレス」に「ご利用開始（変

更）のお知らせ」に記載されている URL を入力し、［追加］ボタンを押します。 
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（10） ［閉じる］ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11） ［OK］ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



賃金控除事務支援システム 操作マニュアル【共通編】 

 

別紙 1 （11 /12）  

通しページ 12  

＜「信頼済みサイト」への登録＞ 

 

（12） ［セキュリティ］タブを選択し、［信頼済みサイト］ゾーンの［サイト］ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13） 「信頼済みサイト」が表示されます。 

「このWebサイトをゾーンに追加する」の下に賃金控除事務支援システムの 

URL  https://www.cjs-rokin.jp を入力し、［追加］ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.cjs-rokin.jp/
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（14） 「Webサイト」の下に、賃金控除事務支援システムの URLが追加されたことを 

確認します。［閉じる］ボタンを押し、「信頼済みサイト」を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15） ［OK］ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16） 以上で設定は完了です。 

なお、Yahoo!ツールバーや Google ツールバーなどをインストールしている場合は、それ

ぞれのポップアップブロックについても設定を解除してください。 
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２． ＩＥモードを利用可能にする 

  IEモードを利用できるようにするためには、以下の 2つの設定方法があります。 

ご利用のパソコン環境に合った設定方法をお選びください。 

なお、Microsoft Edgeから IEモードを設定する場合（3章）、定期的に作業を行う必要がありま

す。 

 

２－１． 設定の流れ 

IEモードを利用できる様にするための手順は次の通りです。 

 

 

※ IEモードに対応した Microsoft Edgeのインストールについて 

Microsoft Edgeがインストールされていない場合や、Microsoft Edgeが IEモード対応版で

ない場合は、Windows Update またはマイクロソフトのダウンロードサイトから最新の

Microsoft Edge をインストールしてください。 
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３． Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ ＥｄｇｅからＩＥモードを設定する 

Microsoft Edgeの設定画面から IEモードの設定を行う手順について以下に示します。 

 

３－１． Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅの設定 

Microsoft Edge を起動し、右上の「・・・」からメニューを展開し、「設定」をクリックします。 
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「Cookie とサイトのアクセス許可」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Cookie とサイトデータの管理と削除」をクリックします。 
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「Cookieデータの保存と読み取りをサイトに許可する（推奨）」が有効になっていることを確認し

てください。無効になっている場合は、有効に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定確認後、「← 保存された Cookie とデータ」の部分をクリックし前画面へ戻ります。 
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次に、「JavaScript」が「許可済み」になっていることを確認してください。「ブロック済み」になっ

ている場合は、「JavaScript」をクリックし「許可済み」に設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように「許可済み」に設定してください。 

設定確認後、「← サイトのアクセス許可」の部分をクリックし前画面へ戻ります。 
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「既定のブラウザー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「既定のブラウザー」の設定画面が表示されます。 
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「Internet Explorer に Microsoft Edgeでサイトを開かせる」で「なし」を選択、 

「Internet Explorer モードでサイトの再読み込みを許可」を選択して、 

「再起動」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 

「Internet Explorer に Microsoft Edge でサイトを開かせる」で「なし」を選択した場合は、下図

のような確認画面が表示されます。「はい、間違いありません」をクリックしてください。 
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３－２． IEモードでの再読み込み 

再起動されたブラウザーから賃金控除事務支援システム（https://www.cjs-rokin.jp）にアクセ

スします。 

※電子証明書を選択し、メッセージ「ブラウザーは「Internet Explorer」または「Edge IE モード」

を使用してください」で「OK」ボタンをクリックしログイン画面を表示させると、ログインボタンなど

が押せない状態となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「・・・」からメニューを展開し「Internet Explorer モードで再読み込みする」をクリックします。 
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ブラウザー左上に「このページは Internet Explorer モードで開かれています」と表示されたら、

「次回、このページを Internet Explorer モードで開く」を有効にして、「完了」をクリックします。 

「完了」をクリックした場合は、次回、賃金控除事務支援システムにアクセスしても IE モードで

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補足】 

・「管理」をクリックすると、Edge：設定「既定のブラウザー」画面を表示します。 

・ウィンドウ画面の「×」をクリックし画面を閉じても、ブラウザ画面は IE モードで開かれていま

す。 

「次回、このページを Internet Explorer で開く」を有効にしないで「完了」をクリックした場合や、

ウィンドウ画面の「×」をクリックした場合は、ブラウザ画面を閉じた時点で IE モードを終了しま

す。 

・ブラウザー左上に「Internet Explorer モードになっています。ほとんどのページは、Microsoft 

Edge でより適切に機能します。」と表示されたことを確認し、賃金控除事務支援システムをご

利用ください。 

※「終了」をクリックすると IEモードを終了するため注意してください。 

※「×」をクリックすると IEモードのメッセージを閉じることができます。 

 

 

 

 

 

 

以上で IEモードの設定は完了です。 
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３－３． IEモードページの有効期限について 

下図のようにブラウザーの設定（右上の「・・・」からメニューを展開し、「設定」>「既定のブラウザ

ー」）にて確認ができますが、IE モードのページ表示には有効期限があり、追加日から 30 日

間となります。 

そのため有効期限が切れた場合、「手順 3-2 IEモードでの再読み込み」より再度 IEモードへ

の切り替え作業を行ってください。 
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４． Windowsの設定ツール グループポリシーからＩＥモードを設定する 

Windows の設定ツール グループポリシーから IE モードの設定を行う手順について以下に示

します。 

なお、グループポリシーから設定を行うと IEモードの有効期限が無期限になります。 

 

４－１． グループポリシーファイルのダウンロード 

Microsoft公式のEdgeダウンロードページにアクセスしポリシーファイルをダウンロードします。 

https://www.microsoft.com/ja-jp/edge/business/download 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2021年 11月現在の Microsoft公式サイトです。 

 

 

ご利用環境のパソコンが 32 ビット版か 64 ビット版かを確認し、該当するポリシーファイルを

ダウンロードしてください。 

※Windows スタートメニューから「設定」>「システム」>「詳細情報」>デバイスの仕様：システム

の種類から 32bit 版か 64bit 版を確認できます。 
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４－２． グループポリシーファイルの配置 

選択したポリシーファイルがダウンロードされているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ダウンロードしたポリシーファイルが cabファイルの場合は、ダブルクリックして zipファイルに

展開してください。 

 

 

ダウンロードしたポリシーzipファイルをダブルクリックし、任意のフォルダに展開してください。 

展開された後のフォルダ構成は、下図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用環境のパソコンに PolicyDefinitionsフォルダが存在することを確認します。 

「Windows キー＋R」にて「ファイル名を指定して実行」を開き、以下の文字列を入力して「OK」

をクリックしてください。 

確認フォルダ： %systemroot%\PolicyDefinitions 
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ファイル名を指定して実行した結果、PolicyDefinitionsのフォルダ構成は下図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※%systemroot%とは、システムルートフォルダです。ご利用環境によりフォルダが異なります。 

 この場合は、C:\WINDOWS\がシステムルートフォルダとなります。 
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４－３． グループポリシーファイルのコピー 

ダウンロードしたポリシーファイルを PolicyDefinitionsフォルダへコピーします。 

【コピー元フォルダ】 

＜ダウンロードしたフォルダ＞\windows\admx 

【コピー先フォルダ】 

%systemroot%\PolicyDefinitions 

 

コピーする対象ファイル：計 3ファイル 

msedge.admx   msedgeupdate.admx   msedgewebview2.admx 

※管理者権限で実行することを確認するウィンドウが表示された場合、「OK」または「続行」を

クリックしてください。 

 

ダウンロードした計３つのポリシーファイルを PolicyDefinitionsフォルダへコピーします。 
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同じように、ダウンロードしたポリシーファイルを ja-JP フォルダから PolicyDefinitions フォルダ

内の ja-JP フォルダへコピーします。 

【コピー元フォルダ】 

＜ダウンロードしたフォルダ＞\windows\admx\ja-JP 

【コピー先フォルダ】 

%systemroot%\PolicyDefinitions\ja-JP 

 

コピーする対象ファイル：計 3ファイル 

msedge.adml   msedgeupdate.adml   msedgewebview2.adml 

※管理者権限で実行することを確認するウィンドウが表示された場合、「OK」または「続行」を

クリックしてください。 

 

ダウンロードした計３つのポリシーファイルを PolicyDefinitions\ ja-JP フォルダへコピーします。 
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４－４． サイトリスト格納フォルダの作成 

手順 4-6 で作成するサイトリストを格納するフォルダを予め作成しておきます。フォルダ名は、

任意で設定することができます。 

例） ローカルディスクにフォルダ名 IEmodeで作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－５． グループポリシーの編集 

グループポリシーを編集し、Edgeの IEモードを使用できるようにします。 

Windowsの「検索」から「グループ」と検索し、「グループポリシーの編集」を開きます。 
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ローカルグループポリシーエディターが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローカルグループポリシーエディターにて、「コンピューターの構成」>「管理用テンプレート」>

「Microsoft Edge」を選択します。 
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ポリシーの一覧から「エンタープライズモードサイトリストマネージャーのツールへのアクセスを

許可する」をダブルクリックし、編集画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※見出し部分の「設定」をクリックすると 50音順に並べ替えることができます。 

 

「有効」に設定して、「OK」ボタンをクリックします。 
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ポリシーの一覧から「Internet Explorer統合を構成する」をダブルクリックし、編集画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「有効」に設定し、オプションには「Internet Explorerモード」を設定して「OK」ボタンをクリックします。 
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ポリシーの一覧から「エンタープライズモードサイトリストを構成する」をダブルクリックし、編集画面

を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「有効」に設定し、手順 4-4 で作成したサイトリストを格納するフォルダおよびファイル名を設定して

「OK」ボタンをクリックします。ファイル名は任意の xmlファイルを指定してください。 

例） 手順 4-4で作成したフォルダ名 + 「\」 + sites.xmlで作成 
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以上でグループポリシーの設定は完了です。「×」でローカルグループポリシーエディター画

面を閉じてください。 

 

 

 

 

４－６． サイトリストの作成 

Edgeの IEモードで表示する賃金控除事務支援システムのアドレスを登録します。 

 

Microsoft Edge を立ち上げ、アドレスバーに以下の URL を入力し「Microsoft Edgeの互換性」

ページにアクセスします。 

入力する URL   edge://compat/sitelistmanager 

下図の画面が表示されます。 
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「＋ サイトの追加」をクリックして「サイトの追加」ウィンドウを開きます。 

以下の通り入力し「追加」をクリックしてください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                 URLには、「https://」の部分を削除、 

                                 ドメイン名より後ろの部分を削除して 

入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録したサイトの一覧が表示されます。 
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次に、「→XMLにエクスポート」をクリックして「XMLにエクスポート」ウィンドウを開きます。 

以下の通り入力し「エクスポート」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョン番号は、任意の文字を入力してください。例）では、日付を入力しています。 

ファイル名は、手順 4-5 ポリシー「エンタープライズモードサイトリストを構成する」で入力した

ファイル名を指定してください。 

※エクスポートをクリックするとファイルは自動で保存先へダウンロードされます。 

 

 

４－７． サイトリストの適用 

手順 4-6 でエクスポートした XML ファイルを、手順 4-5 ポリシー「エンタープライズモードサイ

トリストを構成する」で入力したサイトリスト格納用フォルダに格納します。 
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Microsoft Edgeにて「エンタープライズモードサイトリスト」に移動し、「強制的に更新」をクリック

してください。 

 

「バージョン番号」、「場所」に本手順で設定したサイトリストのバージョン番号および格納場所

が表示され、賃金控除事務支援システムのサイトが「ドメイン」に表示されることを確認してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示されない場合は、Edge を再起動して「エンタープライズモードサイトリスト」を表示してく

ださい。 

 

 

以上で IEモードの設定は完了です。 

本手順の設定完了時点で、Microsoft Edge から賃金控除事務支援システムにアクセスすると

IEモードで表示されます。 
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（Ⅱ．１） 

５． その他 

 

５－１． ＩＥモードの設定を行ってもログイン画面が表示されない場合 

IE モードの設定を行ってもログイン画面が表示されない、またはログイン画面にアクセスすると

Edge が閉じてしまう場合など、キャッシュ情報の破損が原因でページ情報が正しく表示されな

い可能性があります。この場合キャッシュを削除することで問題が解決することがあります。 

 

  IEモードのキャッシュ削除方法 

Microsoft Edge を起動し、右上の「・・・」からメニューを展開し、「設定」をクリックします。 

「プライバシー、検索、サービス」をクリックします。 

 

 

「Internet Explorer閲覧データをクリアする」の「クリアするデータの選択」ボタンをクリックします。 

 

 

「閲覧の履歴の削除」画面が表示されます。「インターネット一時ファイルおよびWebサイトの 

ファイル」を選択し、［削除］ボタンをクリックします。処理が完了すると「閲覧の履歴の削除」

画面が閉じます。 

 ※インターネットオプションからも同じようにキャッシュをクリアすることができます。 
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Edgeのキャッシュ削除方法 

「閲覧データをクリア」の「クリアするデータの選択」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

「閲覧データをクリア」画面が表示されます。項目「時間の範囲」で、「すべての時間」を選択

します。「キャッシュされた画像とファイル」を選択し、［今すぐクリア］をクリックします。処理が

完了すると「閲覧データをクリア」画面が閉じます。 
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５－２． ＩＥモードの設定で URLの登録ができない場合 

項番 3 Microsoft Edgeの設定画面から IEモードの設定を行う手順の中で Microsoft Edge 画

面の上部に、「お使いのブラウザーは組織によって管理されています」と表示される場合や、

「Internet Explorer モードページに URL を追加する案内」が表示されない場合は、ご利用

の環境においてグループポリシーにより制限がかかっている可能性があります。 

セキュリティ担当者またはネットワーク管理者へ、グループポリシーによる制限の変更が可能

かを確認してください。 
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５－３． ポリシーファイルについて 

項番 4 で Microsoft 公式のダウンロードページから取得したポリシーファイルは、デスクトップ

やドキュメントフォルダ等任意の場所に保存してください。また設定作業終了後は、ポリシーフ

ァイルを使用しませんので削除して問題ありません。 

 

 

５－４． サイトリスト格納フォルダについて 

項番 4 の IE モード設定作業終了後は、作成したサイトリスト格納フォルダについてフォルダ

の移動、フォルダ名の変更、および削除はしないでください。正しく動作しない可能性がありま

す。変更する場合は、グループポリシーの設定から変更してください。 

 

 

５－５． サイトリスト適用時にエラーが表示される場合 

項番 4 のサイトリストの適用時に「強制的に更新」の左側に赤丸の「！」が表示され、カーソル

を合わせると「エラー：XXXXXXXX」と表示される場合があります。 

 

 

このエラーが表示される場合、グループポリシーの編集において「エンタープライズモードサイ

トリストを構成する」の設定が間違っている、またはサイトリストの格納場所が参照できなかった

可能性があります。サイトリストの格納場所やファイル名が間違っていないか確認してください。 

 

※ユーザー認証が必要なパソコンにサイトリストの格納場所を指定した場合、エラーとなる場

合があります。可能であれば、サイトリストの格納場所を一時的にご利用のパソコンの分かりや

すいフォルダに設定しサイトリストが適用されるか確認してください。 

 

※「エンタープライズモードサイトリストを構成する」と同じような項目、「エンタープライズモード

クラウドサイトリストを構成する」の設定項目もあります。間違って設定している場合は、エラーと

なりますので注意してください。 

 
 



 賃金控除事務支援システム 操作マニュアル【事業主編】 

 

 

１４ 

通しページ 42  

（Ⅱ．１） 
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１． マスターユーザーが行う初期設定 

マスターユーザーがはじめてサービスを利用する際には初期設定が必要です。 

以下の流れで初期設定を行います。 

 

＜マスターユーザーの登録＞ 

■ マスターユーザーの初期登録 

ご契約番号と初期パスワードを使い、マスターユーザーを新規登録します。 

■ 電子証明書発行 

電子証明書を新規発行し、ご利用のパソコンにインストールします。 

 

＜一般ユーザーの登録＞ 

■ ログイン 

一般ユーザーを登録するために、マスターユーザーでログインします。 

■ 一般ユーザーの登録 

一般ユーザーを新規登録します。 

 

 

 

＜マスターユーザーの登録＞ 

■ マスターユーザーの初期登録 

本システムにログインを行うマスターユーザーの登録を行います。 

マスターユーザーは１事業主で１件のみ登録ができます。 

「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載されたご契約番号と、ご契約時に事業主から労金に

申請した初期パスワードを使用して登録します。 

 

① ＵＲＬアクセス 

ブラウザを起動し、「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載されているＵＲＬにアクセスし

ます。 
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※ 画面が正常に表示されない場合は、インターネットオプションの設定をご確認ください。 

         操作マニュアル【共通編】「別紙１．インターネットオプションの設定」 

※ ブラウザのバージョンや設定の違い等により、電子証明書発行前であっても URL アクセス時に電子

証明書の選択画面が表示されることがあります。その場合、選択すべき電子証明書はないため、そ

のまま［OK］ボタンを押してください。 

 

 

② マスターユーザー初期登録選択 

「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」にある［マスターユーザーの初期登録］

ボタンを押します。 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 
「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 
「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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③ 初期登録ログイン 

契約番号と初期パスワードを入力し、［次へ］ボタンを押します。 

契約番号と初期パスワードが認証された場合、「マスターユーザー初期登録」画面が表示

されます。 

※ 契約番号には、「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載された契約番号を入力します。 

※ 初期パスワードには、契約時にご契約者様が労金に申請したパスワードを入力します。 

 

【入力項目説明】 

契約番号 <必須> 半角英数混在 8 桁で入力します。 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

初期パスワード <必須> 半角英数混在 6 桁で入力します。 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

【ボタン説明】 

キャンセル 初期登録ログインを中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイ

ン画面」を表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

次へ 初期登録ログイン処理を実行します。 

 

※ パスワードを連続して６回間違えた場合は、６０分間ログイン不可（ロック）になります。 

ロック状態は６０分経過後に解除され再度ログイン操作が可能になりますが、ロックを３回繰り返した

場合にはログイン不可（閉塞）となり、以降ログインできなくなります。 

※ 閉塞の状態になった場合は、労金へお問い合わせください。 
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④ 登録内容入力 

各項目に登録内容を入力します。 

※ ユーザーID とパスワードには、任意の文字列を半角英数混在で設定してください。（入力項目説明

をご確認ください。） 

※ ユーザーＩＤは、マスターユーザーが電子証明書発行（再発行）時に使用します。 

※ パスワードは、マスターユーザーが電子証明書発行およびログイン時に使用します。 

 

【入力項目説明】 

ユーザーＩＤ <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

パスワード再入力 <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

・ 登録するパスワードの確認用です。 

ユーザー名 <必須> 全角 20 文字以下で入力します。（カナ、漢字含む） 

メールアドレス <必須> 半角英数 50 桁以下で入力します。 

メールアドレス再入力 <必須> 半角英数 50 桁以下で入力します。 

・ 登録するメールアドレスの確認用です。 

【ボタン説明】 

キャンセル 初期登録を中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」を

表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果が

あるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパスワー

ド入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

登録 登録処理を実行します。 
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⑤ 登録実行 

登録内容を確認後、［登録］ボタンを押します。 

 

 

※ 入力したユーザーＩＤが既に存在している場合は登録できませんので、別のＩＤで登録してください。 

※ ユーザーＩＤ･パスワードはお忘れにならないようご注意ください。また第三者に知られることのないよ

うに厳重に管理してください。 

※ ご登録いただいたメールアドレスにお知らせ等のメールが送られます。メールの種類については別

紙をご覧ください。 

          「別紙５．契約ユーザー宛に送られるメールについて」 
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⑥ 登録結果 

マスターユーザーの登録結果を確認します。 

 

引き続き電子証明書の発行を行います。 

［電子証明書発行］ボタンを押してください。 

電子証明書の発行をあとで行う場合は［ログイン画面へ］ボタンを押し、「ろうきん賃金控

除事務支援システムログイン画面」から電子証明書の発行を行ってください。 

 

【ボタン説明】 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

ログイン画面へ 「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」を表示します。 

 

※ 入力内容に間違えがあった場合は、「契約ユーザー情報変更」画面で変更することができます。（ユ

ーザーＩＤの変更はできません。ユーザーＩＤを変更したい場合は、労金にお問い合わせください。） 

「Ⅳ．３－１．ユーザー情報」 
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■ 電子証明書発行 

電子証明書の発行を行います。 

電子証明書は発行作業を行ったパソコンにインストールされます。 

電子証明書をインストールしたパソコンからのみ本システムへのログインが可能になります。 

※ 電子証明書は Windows のログオンアカウントごとにインストールされます。 

電子証明書の発行は本システムを利用する際のログオンアカウントで行ってください。 

電子証明書は１ユーザーに対して１枚のみ発行ができます。 

電子証明書の有効期限は発行日を含めて３６６日間です。証明書の更新は有効期限が切れ

る３０日前より可能になります。 

 

① ユーザー認証 

ユーザーID とパスワードを入力し、［認証］ボタンを押します。 

ユーザーID とパスワードが認証された場合、「電子証明書発行」画面を表示します。 

※前述の「マスターユーザーの初期登録」で登録したユーザーID とパスワードを入力します。 

 

【入力項目説明】 

ユーザーＩＤ <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

【ボタン説明】 

キャンセル ユーザー認証を中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画

面」を表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

認証 ユーザー認証処理を実行します。 
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※ パスワードを連続して６回間違えた場合は、６０分間ログイン不可（ロック）になります。 

ロック状態は６０分経過後に解除され再度ログイン操作が可能になりますが、ロックを３回繰り返した

場合にはログイン不可（閉塞）となり、入力したユーザーＩＤは認証できなくなります。 

※ 既に電子証明書を発行されている場合、認証を行えません。ただし有効期限が切れる３０日前より

認証可能になります。 

※ ロックまたは閉塞の状態になった場合、ご登録いただいたアドレスへメールでお知らせします。 

※ マスターユーザーが閉塞の状態になった場合は、労金へお問い合わせください。 

 

 

② 発行 

［発行］ボタンを押します。 

 

【ボタン説明】 

キャンセル 電子証明書発行を中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイ

ン画面」を表示します。 

発行 電子証明書発行処理を実行します。 
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警告メッセージが表示されますが、［はい］ボタンを押してください。 

［はい］ボタンを押すことで電子証明書の発行を開始します。 

 

＜Windows 10、Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 
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③ 発行中 

発行中は「電子証明書発行中」画面が表示されます。そのままお待ちください。 
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④ インストール 

しばらくすると警告メッセージが表示されますが、［はい］ボタンを押してください。 

［はい］ボタンを押すことで電子証明書のインストールを開始します。 

 

＜Windows 10 、Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 

 

 

 

 

※ 警告メッセージで「いいえ」ボタンを押すと電子証明書のインストールが中断されます。 

ただし、電子証明書は既に発行済みとなっているため、電子証明書を失効する必要があります。 

電子証明書を失効させるには労金への申請が必要ですので、労金へお問い合わせください。 
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［はい］ボタンを押した後、「電子証明書発行中」画面はそのまま継続表示されます。 

 

 

※ 電子証明書の発行とインストールは数十秒かかる場合があります。 
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⑤ 発行結果 

画面に表示された電子証明書発行結果を確認します。 

 

 

マスターユーザーが行う初期設定は以上で完了です。 

［閉じる］ボタンを押し、ブラウザを閉じてください。 

２名以上でサービスをご利用の場合には、引き続き一般ユーザーの登録を行います。 

 

【ボタン説明】 

閉じる 「電子証明書発行結果」画面を閉じます。（ブラウザを閉じます。） 

 

 

※ 電子証明書の有効期限は発行日を含めて３６６日間です。 

３６６日を過ぎると本システムへのログインができなくなります。 

有効期限が切れる３０日前にメールでお知らせします。 

 

 



賃金控除事務支援システム 操作マニュアル【事業主編】 

 

２７  

通しページ 55  

（Ⅱ．１） 

《初期設定》 マスターユーザーが行う初期設定 ■ログイン 

①URLアクセス ②電子証明書選択 ③ログイン選択 ④ログイン ⑤インフォメーション 

 

＜一般ユーザーの登録＞ 

■ ログイン 

本システムへのログイン（ユーザー認証）を行います。 

マスターユーザーの初期登録と電子証明書発行が完了していることが必要です。 

ログインを所定回数失敗するとユーザー状態が「ロック」「閉塞」になりログインできなくなります

のでご注意ください。 

 

① ＵＲＬアクセス 

ブラウザを起動し、「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載されているＵＲＬにアクセスし

ます。 

※ 画面が正常に表示されない場合は、インターネットオプションの設定をご確認ください。 

         操作マニュアル【共通編】「別紙１．インターネットオプションの設定」 

 

 

② 電子証明書選択 

電子証明書の選択画面が表示されます。 

表示された電子証明書を選択し、［ＯＫ］ボタンを押します。 

 

＜Windows 10 の場合＞                  ＜Windows 11の場合＞ 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Windows10、Windows11 の場合、電子証明書が１枚のみ表示されます。複数枚電子証明書がある場

合は、電子証明書の選択画面に表示されている「その他」を押下することで、全ての電子証明書が表

示されます。 
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＜Windows 8.1の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 電子証明書の選択画面が表示されずに自動選択される場合があります。 

 

 

③ ログイン選択 

「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」にある［ログイン］ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 
「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 
「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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④ ログイン 

「マスターユーザーの初期登録」で登録したパスワードを入力します。 

パスワードを入力し、［ログイン］ボタンを押します。 

パスワードが認証された場合、トップページの「インフォメーション」画面が表示されます。 

 

【入力項目説明】 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

【ボタン説明】 

キャンセル ログインを中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」を

表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

ログイン ログイン処理を実行します。 

 

 

※ パスワードを連続して６回間違えた場合は、６０分間ログイン不可（ロック）になります。 

ロック状態は６０分経過後に解除され再度ログイン操作が可能になりますが、ロックを３回繰り返した

場合にはログイン不可（閉塞）となり、ログインできなくなります。 

※ ロックまたは閉塞の状態になった場合、ご登録いただいたアドレスへメールでお知らせします。 

※ マスターユーザーが閉塞の状態になった場合は、労金へお問い合わせください。 

※ パスワードを忘れた場合は、別紙の内容に従って対応してください。 

      「別紙６．パスワード失念の対応について」 
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⑤ インフォメーション 

ログインすると自動的に「インフォメーション」画面が表示されます。 

 

引き続き一般ユーザーの登録を行います。 

 

※ 他の画面を表示している時でも、メニューバーの［トップページ］ボタンを押すことで［インフォメーショ

ン］画面に切り替えることができます。 
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⑥登録確認 

 

■ 一般ユーザーの登録 

一般ユーザーは１０ユーザーまで登録可能です。 

 

① メニュー⇒契約ユーザー情報照会選択 

メニュー「システム管理機能」から「契約ユーザー情報照会」を選択します。 

 
 

② 一覧表示 

ユーザー情報の一覧を表示します。 

 

【ボタン説明】 

登録へ(F7) 「契約ユーザー情報新規登録」画面を表示します。 

更新へ 指定行の「契約ユーザー情報変更」画面を表示します。 

削除 指定行のユーザー情報を削除します。 
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③ 新規登録選択 

契約ユーザー情報照会画面にある［登録へ(F7)］ボタンを押します。 

 

【ボタン説明】 

登録へ(F7) 「契約ユーザー情報新規登録」画面を表示します。 

更新へ 指定行の「契約ユーザー情報変更」画面を表示します。 

削除 指定行のユーザー情報を削除します。 
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④ 登録内容入力 

各項目に登録内容を入力します。 

※ ユーザーID とパスワードには、任意の文字列を半角英数混在で設定してください。（入力項目説明

をご確認ください。） 

※ ユーザーＩＤは、一般ユーザーが電子証明書発行（再発行）時に使用します。 

※ ここで入力するパスワードは、一般ユーザーが電子証明書発行および初回ログイン時に使用する

仮パスワードになります。仮パスワードは一般ユーザーが初回ログイン時に必ず変更を行います。 

 
【入力項目説明】 

ユーザーＩＤ <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

ユーザー名 <必須> 全角 20 文字以下で入力します。（カナ、漢字含む） 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

パスワード再入力 <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

・ 登録するパスワードの確認用です。 

メールアドレス <必須> 半角英数 50 桁以下で入力します。 

メールアドレス再入力 <必須> 半角英数 50 桁以下で入力します。 

・ 登録するメールアドレスの確認用です。 

【ボタン説明】 

一覧へ(F4) 入力した内容をクリアして「契約ユーザー情報照会」画面を表示

します。 

登録(F7) 登録処理を実行します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力

します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェア

に効果があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボ

ードによるパスワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 
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⑥実行確認 

 

⑤ 登録実行 

［登録(F7)］ボタンを押します。 

 

 

 

⑥ 実行確認 

登録確認メッセージが表示されます。 

 

［OK］ボタンを押すことでユーザー情報を新規登録します。 

以上でマスターユーザーが行う一般ユーザーの登録は完了です。 

 

※ 登録完了後ユーザーID とパスワードを一般ユーザーに連絡してください。 
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２． 一般ユーザーが行う初期設定 

一般ユーザーがはじめてサービスを利用する際には初期設定が必要です。 

以下の流れで初期設定を行います。 

 

■ 電子証明書発行 

電子証明書を新規発行し、ご利用のパソコンにインストールします。 

■ パスワード変更（初回ログイン） 

初回ログインを行い、ログインパスワードを変更します。 

 

■ 電子証明書発行 

電子証明書の発行を行います。 

電子証明書は発行作業を行ったパソコンにインストールされます。 

電子証明書をインストールしたパソコンからのみ本システムへのログインが可能になります。 

※ 電子証明書は Windows のログオンアカウントごとにインストールされます。 

電子証明書の発行は本システムを利用する際のログオンアカウントで行ってください。 

電子証明書は１ユーザーに対して１枚のみ発行ができます。 

電子証明書の有効期限は発行日を含めて３６６日間です。証明書の更新は有効期限が切れ

る３０日前より可能になります。 

 

① ＵＲＬアクセス 

ブラウザを起動し、「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載されているＵＲＬにアクセスし

ます。 

 

※ 画面が正常に表示されない場合は、インターネットオプションの設定をご確認ください。 

         操作マニュアル【共通編】「別紙１．インターネットオプションの設定」 

※ ブラウザのバージョンや設定の違い等により、電子証明書発行前であっても URL アクセス時に電子

証明書の選択画面が表示されることがあります。その場合、選択すべき電子証明書はないため、そ

のまま［OK］ボタンを押してください。 
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② 一般ユーザー初期登録選択 

「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」にある［一般ユーザーの初期登録］ボ

タンを押すことで、「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 
「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 
「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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③ ユーザー認証 

ユーザーＩＤと初期登録された仮パスワードを入力し、［認証］ボタンを押します。 

ユーザーＩＤと仮パスワードが認証された場合、「電子証明書発行」画面が表示されます。 

※マスターユーザーから連絡を受けたユーザーＩＤと仮パスワードを入力します。 

 

【入力項目説明】 

ユーザーＩＤ <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

【ボタン説明】 

キャンセル ユーザー認証を中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画

面」を表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

認証 ユーザー認証処理を実行します。 

 

※ パスワードを連続して６回間違えた場合は、６０分間ログイン不可（ロック）になります。 

ロック状態は６０分経過後に解除され再度ログイン操作が可能になりますが、ロックを３回繰り返した

場合にはログイン不可（閉塞）となり、入力したユーザーＩＤは認証できなくなります。 

※ 既に電子証明書を発行されている場合、認証を行えません。ただし有効期限が切れる３０日前より

認証可能になります。 

※ ロックまたは閉塞の状態になった場合、ご登録いただいたアドレスへメールでお知らせします。 

※ 一般ユーザーが閉塞の状態になった場合は、マスターユーザーにお問い合わせください。 

（マスターユーザーは一般ユーザーのロック・閉塞状態を解除できます。） 

 

 



賃金控除事務支援システム 操作マニュアル【事業主編】 

 

３８  

通しページ 66  

（Ⅱ．２） 

《初期設定》 一般ユーザーが行う初期設定 ■電子証明書発行 

①ＵＲＬアクセス ②一般ユーザー初期登録選択 ③ユーザー認証 ④発行 ⑤発行中 ⑥インストール ⑦発行結果 

 

④ 発行 

［発行］ボタンを押します。 

 

【ボタン説明】 

キャンセル 電子証明書発行を中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイ

ン画面」を表示します。 

発行 電子証明書発行処理を実行します。 

 

警告メッセージが表示されますが、［はい］ボタンを押してください。 

［はい］ボタンを押すことで電子証明書の発行を開始します。 

 

＜Windows 10、Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 
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⑤ 発行中 

発行中は「電子証明書発行中」画面が表示されます。そのままお待ちください。 

 

 

 

⑥ インストール 

しばらくすると警告メッセージが表示されますが、［はい］ボタンを押してください。 

［はい］ボタンを押すことで電子証明書のインストールを開始します。 

 

＜Windows 10、Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 
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※ 警告メッセージで「いいえ」ボタンを押すと電子証明書のインストールが中断されます。 

ただし、電子証明書は既に発行済みとなっているため、電子証明書を失効する必要があります。 

電子証明書を失効させるには労金への申請が必要ですので、労金へお問い合わせください。 

 

 

［はい］ボタンを押した後、「電子証明書発行中」画面はそのまま継続表示されます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 電子証明書の発行とインストールは数十秒かかる場合があります。 
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《初期設定》 一般ユーザーが行う初期設定 ■電子証明書発行 

①ＵＲＬアクセス ②一般ユーザー初期登録選択 ③ユーザー認証 ④発行 ⑤発行中 ⑥インストール ⑦発行結果 

 

⑦ 発行結果 

電子証明書発行結果を確認します。 

 

 

引き続きパスワード変更（初回ログイン）を行います。 

［閉じる］ボタンを押し、一旦ブラウザを閉じてください。 

 

【ボタン説明】 

閉じる 「電子証明書発行結果」画面を閉じます。（ブラウザを閉じます。） 

 

 

※ 電子証明書の有効期限は発行日を含めて３６６日間です。 

３６６日を過ぎると本システムへのログインができなくなります。 

有効期限が切れる３０日前にメールでお知らせします。 
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《初期設定》 一般ユーザーが行う初期設定 ■パスワード変更（初回ログイン） 

①URLアクセス ②電子証明書選択 ③ログイン選択 ④ログイン ⑤パスワード変更 ⑥インフォメーション 

 

■ パスワード変更（初回ログイン） 

本システムへのログイン（ユーザー認証）を行います。 

電子証明書発行が完了していることが必要です。 

ログインを所定回数失敗するとユーザー状態が「ロック」「閉塞」になりログインできなくなります

のでご注意ください。 

 

① ＵＲＬアクセス 

ブラウザを起動し、「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載されているＵＲＬにアクセスし

ます。 

※ 画面が正常に表示されない場合は、インターネットオプションの設定をご確認ください。 

         操作マニュアル【共通編】「別紙１．インターネットオプションの設定」 

 

② 電子証明書選択 

電子証明書の選択画面が表示されます。 

表示された電子証明書を選択し、［ＯＫ］ボタンを押します。 
 

＜Windows 10 の場合＞                  ＜Windows 11の場合＞    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Windows10、Windows11 の場合、電子証明書が１枚のみ表示されます。複数枚電子証明書がある場

合は、電子証明書の選択画面に表示されている「その他」を押下することで、全ての電子証明書が表

示されます。 
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《初期設定》 一般ユーザーが行う初期設定 ■パスワード変更（初回ログイン） 

①URLアクセス ②電子証明書選択 ③ログイン選択 ④ログイン ⑤パスワード変更 ⑥インフォメーション 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 電子証明書の選択画面が表示されずに自動選択される場合があります。 

 

 

③ ログイン選択 

「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」にある［ログイン］ボタンを押します。 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 

「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 

「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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《初期設定》 一般ユーザーが行う初期設定 ■パスワード変更（初回ログイン） 

①URLアクセス ②電子証明書選択 ③ログイン選択 ④ログイン ⑤パスワード変更 ⑥インフォメーション 

 

④ ログイン 

マスターユーザーから連絡を受けた仮パスワードを入力します。 

パスワードを入力し、［ログイン］ボタンを押します。 

パスワードが認証された場合、「ログインパスワード変更（初回ログイン）」画面が表示され

ます。 

 

【入力項目説明】 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

【ボタン説明】 

キャンセル ログインを中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」を

表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

ログイン ログイン処理を実行します。 

 

 

※ パスワードを連続して６回間違えた場合は、６０分間ログイン不可（ロック）になります。 

ロック状態は６０分経過後に解除され再度ログイン操作が可能になりますが、ロックを３回繰り返した

場合にはログイン不可（閉塞）となり、該当ユーザーＩＤではログインできなくなります。 

※ ロックまたは閉塞の状態になった場合、ご登録いただいたアドレスへメールでお知らせします。 

※ 閉塞の状態になった場合は、マスターユーザーにお問い合わせください。 

（マスターユーザーは一般ユーザーのロック・閉塞状態を解除できます。） 

※ パスワードを忘れた場合は、別紙の内容に従って対応してください。 

      「別紙６．パスワード失念の対応について」 
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《初期設定》 一般ユーザーが行う初期設定 ■パスワード変更（初回ログイン） 

①URLアクセス ②電子証明書選択 ③ログイン選択 ④ログイン ⑤パスワード変更 ⑥インフォメーション 

 

⑤ パスワード変更 

「ログインパスワード変更（初回ログイン）」画面を表示します。 

現在のパスワード、新しいパスワード、新しいパスワード再入力の項目を入力し［変更］ボ

タンを押すことで、トップページの「インフォメーション」画面を表示します。 

※ 現在のパスワードには、マスターユーザーから連絡を受けた仮パスワードを入力します。 

※ 新しいパスワードには、任意の文字列を半角英数混在で設定してください。（入力項目説明をご確

認ください。） 

 

【入力項目説明】 

現在のパスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

新しいパスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

新しいパスワード再入力 <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

・ 変更するパスワードの確認用です。 

【ボタン説明】 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

変更 パスワード変更処理を実行します。 

 

※ 変更したパスワードは１８０日間有効です。 
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《初期設定》 一般ユーザーが行う初期設定 ■パスワード変更（初回ログイン） 

①URLアクセス ②電子証明書選択 ③ログイン選択 ④ログイン ⑤パスワード変更 ⑥インフォメーション 

 

⑥ インフォメーション 

ログインすると自動的に「インフォメーション」画面が表示されます。 

 

 

 

※ 他の画面を表示している時でも、メニューバーの［トップページ］ボタンを押すことで［インフォメーショ

ン］画面に切り替えることができます。 

 

 

以上で一般ユーザーが行う初期設定は完了です。 
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《基本機能》 本システムへのアクセス 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③初期画面 

 

１． 本システムへのアクセス 

ブラウザを起動し、「ご利用開始（変更）のお知らせ」に記載されている URL にアクセスするこ

とで、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」が表示されます。 

この画面から「マスターユーザーの初期登録」「一般ユーザーの初期登録」「電子証明書発行」

「ログイン」の選択を行います。 

画面に記載されている＜ご注意事項＞をよく読み操作を行ってください。 

なお、画面が正常に表示されない場合は、インターネットオプションの設定をご確認ください。 

 

       操作マニュアル【共通編】「別紙１．インターネットオプションの設定」 

 

また、初期設定および電子証明書の更新・再発行を行う場合のアクセスについては、各画面

説明をご確認ください。 

 

      「Ⅱ．１．マスターユーザーが行う初期設定」 「Ⅱ．２．一般ユーザーが行う初期設定」 

「Ⅲ．６．電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更）」 

 

① ＵＲＬアクセス 

ブラウザで本システムのＵＲＬにアクセスします。 

 

② 電子証明書選択 

電子証明書の選択画面が表示されます。 

ログインするユーザーＩＤの有効期限内で最新のものを選択し、［ＯＫ］ボタンを押します。 

証明書の一覧からユーザーＩＤや有効期限を判断し選択します。 

電子証明書の名前は、以下の規則に従っています。 

＜名前＞ sampleusr123 20121016145632 ROKIN Koujyo Web System 
 

＜規則＞  ユーザーID     有効期限        固定文字列 
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《基本機能》 本システムへのアクセス 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③初期画面 

 

＜Windows 10の場合＞                 ＜Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Windows10、Windows11 の場合、電子証明書が１枚のみ表示されます。複数枚電子証明書がある場合は、

電子証明書の選択画面に表示されている「その他」を押下することで、全ての電子証明書が表示されます。 

※電子証明書が１件のみの場合、証明書の選択画面が表示されずに自動選択される場合があります。 

※誤って違う電子証明書を選択してしまった場合は、開いているブラウザをすべて閉じ、本システムへのアク

セスから再度やり直してください。 

※Windows 8.1、Windows 10、Windows11 をご利用の場合、ログイン時の電子証明書の選択画面で証明書の

プロパティを表示させると、「情報不足のため、この証明書を検証できません。」というメッセージが表示され

ます。 

この表示はルート証明書（デジタル証明書を発行する認証局がその正当性を証明するために自ら署名し

て発行する証明書）をインストールすることで改善することができます。 

なお、ルート証明書をインストールせずに本システムをご利用いただいても動作上およびセキュリティ上の

問題はありません。 

「別紙４．ルート証明書について」 
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《基本機能》 本システムへのアクセス 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③初期画面 

 

③ 初期画面 

「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」が表示されます。 

 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 
「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 
「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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《基本機能》 ログイン 

①ログイン選択 ②ログイン ③パスワード変更<初回> ④パスワード変更<期限切れ> 

 

２． ログイン 

本システムへのログイン（ユーザー認証）を行います。 

初期設定を完了しているユーザーのみ利用可能です。 

有効期限切れの電子証明書、本システム以外で取得した電子証明書はご利用できません。 

 

① ログイン選択 

「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」にある［ログイン］ボタンを押します。 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 
「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 
「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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《基本機能》 ログイン 

①ログイン選択 ②ログイン ③パスワード変更<初回> ④パスワード変更<期限切れ> 

 

② ログイン 

パスワードを入力し、［ログイン］ボタンを押します。 

パスワードが認証された場合、トップページの「インフォメーション」画面が表示されます。 

初回ログインまたはパスワード有効期限切れの場合には、「ログインパスワード変更」画面

が表示されます。 

ログインを所定回数失敗するとユーザー状態が「ロック」「閉塞」になりログインできなくなり

ますのでご注意ください。 

 

【入力項目説明】 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

【ボタン説明】 

キャンセル ログインを中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」を

表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

ログイン ログイン処理を実行します。 

 

※ パスワードを連続して６回間違えた場合は、６０分間ログイン不可（ロック）になります。 

ロック状態は６０分経過後に解除され再度ログイン操作が可能になりますが、ロックを３回繰り返した

場合にはログイン不可（閉塞）となり、該当ユーザーＩＤではログインできなくなります。 

※ ロックまたは閉塞の状態になった場合、該当ユーザーにメールでお知らせします。 

※ 一般ユーザーが閉塞の状態になった場合は、マスターユーザーにお問い合わせください。 

（マスターユーザーは一般ユーザーのロック・閉塞状態を解除できます。） 

マスターユーザーが閉塞の状態になった場合は、労金へお問い合わせください。 

※ パスワードを忘れた場合は、別紙の内容に従って対応してください。 

      「別紙６．パスワード失念の対応について」 
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《基本機能》 ログイン 

①ログイン選択 ②ログイン ③パスワード変更<初回> ④パスワード変更<期限切れ> 

 

＜初回ログインの場合（一般ユーザーのみ）＞ 

③ パスワード変更 

「ログインパスワード変更（初回ログイン）」画面を表示します。 

現在のパスワード、新しいパスワード、新しいパスワード再入力の項目を入力し［変更］ボ

タンを押すことで、トップページの「インフォメーション」画面を表示します。 

※ 現在のパスワードには、マスターユーザーから連絡を受けた仮パスワードを入力します。 

※ 新しいパスワードには、任意の文字列を半角英数混在で設定してください。（入力項目説明をご確

認ください。） 

 

【入力項目説明】 

現在のパスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

新しいパスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

新しいパスワード再入力 <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

・ 変更するパスワードの確認用です。 

【ボタン説明】 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

変更 パスワード変更処理を実行します。 

 

※ 初回ログイン時のパスワード変更は一般ユーザーのみです。 

※ 変更したパスワードは１８０日間有効です。 
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《基本機能》 ログイン 

①ログイン選択 ②ログイン ③パスワード変更<初回> ④パスワード変更<期限切れ> 

 

＜パスワード有効期限切れの場合＞ 

④ パスワード変更 

パスワード変更の確認メッセージが表示され、「ＯＫ」ボタンを押すことで「ログインパスワー

ド変更（期限切れ）」画面を表示します。 

 

 

※ パスワードの有効期限は前回の変更から１８０日です。 

※ ［キャンセル］ボタンを押した場合は、同じパスワードで有効期限が１８０日延長されます。 

※ セキュリティ上、変更を行うことを推奨します。 

 

 

現在のパスワード、新しいパスワード、新しいパスワード再入力の項目を入力し［変更］ボ

タンを押すことで、トップページの「インフォメーション」画面を表示します。 

「インフォメーション」画面の詳細については、「Ⅲ．３．インフォメーション」をご覧ください。 
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《基本機能》 ログイン 

①ログイン選択 ②ログイン ③パスワード変更<初回> ④パスワード変更<期限切れ> 

 

【入力項目説明】 

現在のパスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

新しいパスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

新しいパスワード再入力 <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

・ 変更するパスワードの確認用です。 

【ボタン説明】 

キャンセル ログインを中断し、「ログイン」画面に戻ります。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

変更 パスワード変更処理を実行します。 
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《基本機能》 インフォメーション 

①インフォメーション 

 

３． インフォメーション 

本システムへのログイン後、最初に表示されるトップページです。 

財形積立の最新受信情報およびお知らせメッセージを表示します。 

 

① インフォメーション 

預入依頼書・加入者残高一覧表・奨励金の最新の受信情報およびお知らせメッセージを

表示します。 

 

 

※ お知らせメッセージが表示しきれない場合、画面右にスクロールバーが表示されます。 

※ 他の画面を表示している時でも、メニューバーの［トップページ］ボタンを押すことで［インフォメーショ

ン］画面に切り替えることができます。 
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《基本機能》 メニュー操作 

 

４． メニュー操作 

画面上部メニューバーから機能項目を選択することで、対応する画面を表示します。 

メニュー名称にカーソルを合せることによりプルダウンリストが展開され、機能項目を選択でき

ます。 
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《基本機能》 メニュー操作 

 

＜財形貯蓄事務の機能を利用する場合＞ 

「財形貯蓄事務」メニューからご利用の機能項目を選択します。 

 

 

※財形積立明細変更機能は、「明細変更機能」のご利用申込をされた場合に表示されます。 

 

 

目次 メニュー 機能概要 

Ⅳ.１-1-1 財形積立明細照会 ・財形積立明細の照会を行います。 

Ⅳ.１-1-2 財形アラーム明細照会 ・財形貯蓄アラーム/非課税申告手続等管理明細の照会を

行います。 

Ⅳ.１-1-3 財形積立明細書出力／財形アラー

ム明細出力 

・財形積立明細書、財形積立変更明細書（預入依頼書の

み）、財形貯蓄アラーム/非課税申告手続等管理明細一覧

表を出力します。 

Ⅳ.１-1-4 財形積立明細データエクスポート ・財形積立明細書、財形積立変更明細書（預入依頼書の

み）の内容を CSV 形式で出力します。 

Ⅳ.１-2-1 財形積立明細変更 ・財形積立明細変更対象の明細を画面に照会し、明細の変

更入力または新規登録を 

行います。 

Ⅳ.１-2-2 財形変更後明細送信 ・変更対象の明細データを労金に送信します。 

Ⅳ.１-2-3 財形積立明細変更履歴照会 ・変更対象の明細について変更履歴を照会します。 

 

＜共通機能を利用する場合＞ 

「共通機能」メニューからご利用の機能項目を選択します。 

 

 

Ⅳ.1-1-1 

Ⅳ.1-1-2 

Ⅳ.1-1-3 

Ⅳ.1-1-4 

Ⅳ.2-1-1 

 

Ⅳ.2-2-1 

 

Ⅳ.1-2-1 

Ⅳ.1-2-2 

Ⅳ.1-2-3 
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目次 メニュー 機能概要 

Ⅳ.２-1-1 パスワード変更 ・パスワードを変更します。 

Ⅳ.２-2-1 マニュアル照会 ・マニュアルを照会（閲覧）します。 
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《基本機能》 メニュー操作 

 

＜システム管理機能を利用する場合＞ 

「システム管理機能」メニューからご利用の機能項目を選択します。 

 

 

 

目次 メニュー 機能概要 

Ⅳ.3-1-1 契約ユーザー情報照会 ・契約ユーザー情報の照会、登録、変更、削除を行います。 

Ⅳ.3-2-1 操作ログ照会 ・操作ログを照会します。 

 

 

Ⅳ.3-1-1 

 

Ⅳ.3-2-1 
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《基本機能》 ログアウト 

①ログアウト ②初期画面 

 

５． ログアウト 

本システムからログアウトする場合に利用します。 

 

① ログアウト 

メニューバーの［ログアウト］ボタンを押すことで本システムからログアウトします。 

 

 

② 初期画面 

ログアウトすると「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」を表示します。 

 

 

終了する場合は、画面右上の      ボタンを押してブラウザを閉じます。 
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《基本機能》 ログアウト 

①ログアウト ②初期画面 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 

「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 

「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

６． 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

電子証明書の有効期限は発行日を含めて３６６日間です。 

有効期限が過ぎると本システムへのログインができなくなります。 

電子証明書の更新は、有効期限が切れる３０日前から可能になります。 

有効期限が切れる３０日前にメールでお知らせしますので、電子証明書を更新してください。 

更新後は新しい電子証明書を選択してログインしてください。 

なお、電子証明書を更新せずに有効期限が過ぎてしまった場合にもメールでお知らせします。 

この場合も、電子証明書を再発行することで本システムへのログインが可能になります。 

 

＜パソコン変更の場合＞ 

ご利用のパソコンを変更する場合は、それまで使用していたパソコンの電子証明書を失効す

る必要があります。 

電子証明書を失効させるには労金への申請が必要ですので、労金にお問い合わせください。 

これから使用するパソコンに対して、電子証明書を再発行してください。 

再発行後は新しい電子証明書を選択してログインしてください。 

※ 電子証明書は Windows のログオンアカウントごとにインストールされます。 

電子証明書の発行は本システムを利用する際のログオンアカウントで行ってください。 

 

① ＵＲＬアクセス 

ブラウザで本システムのＵＲＬにアクセスします。 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

＜電子証明書を更新する場合（有効期限切れ前）＞ 

② 電子証明書選択 

電子証明書の選択画面が表示されます。 

該当ユーザーＩＤの電子証明書を選択し、［ＯＫ］ボタンを押します。 

＜Windows 10 の場合＞                 ＜Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Windows10、Windows11 の場合、電子証明書が１枚のみ表示されます。複数枚電子証明書がある場

合は、電子証明書の選択画面に表示されている「その他」を押下することで、全ての電子証明書が表

示されます。 

※ 電子証明書が１件のみの場合、証明書の選択画面が表示されずに自動選択される場合があります。 

※ 誤って違う電子証明書を選択してしまった場合は、開いているブラウザをすべて閉じ、本システムへのア

クセスから再度やり直してください。 

※ ブラウザのバージョンや設定の違い等により、再発行（有効期限切れ、パソコン変更）の場合でも電子証

明書の選択画面が表示されることがあります。その場合、選択すべき電子証明書はないため、そのまま

［OK］ボタンを押してください。 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

③ 電子証明書発行選択 

「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画面」にある［電子証明書発行］ボタンを押

すことで、「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

 

【ボタン説明】 

ログイン 「ログイン」画面を表示します。 

マスターユーザー

の初期登録 
「マスターユーザー初期登録ログイン」画面を表示します。 

一般ユーザーの

初期登録 
「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 

電子証明書発行 「電子証明書発行 ユーザー認証」画面を表示します。 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

④ ユーザー認証 

ユーザーＩＤとパスワードを入力し、［認証］ボタンを押します。 

ユーザーＩＤとパスワードが認証された場合、「電子証明書発行」画面を表示します。 

 

【入力項目説明】 

ユーザーＩＤ <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

パスワード <必須> 半角英数混在 6～12 桁で入力します。（英数混在必須） 

・ 英字は大文字と小文字を区別します。 

【ボタン説明】 

キャンセル ユーザー認証を中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイン画

面」を表示します。 

ソフトウェアキーボード 「パスワード用ソフトウェアキーボード」画面を表示します。 

・ 画面上のキーボードをマウスで押すことによりパスワード入力します。 

・ パソコンのキーボードで入力した情報を盗み取るスパイウェアに効果

があるため、セキュリティの観点からソフトウェアキーボードによるパス

ワード入力を推奨しています。 

      「別紙３．パスワード用ソフトウェアキーボード」 

認証 ユーザー認証処理を実行します。 

 

 

※ パスワードを連続して６回間違えた場合は、６０分間ログイン不可（ロック）になります。 

ロック状態は６０分経過後に解除され再度ログイン操作が可能になりますが、ロックを３回繰り返した

場合にはログイン不可（閉塞）となり、入力したユーザーＩＤは認証できなくなります。 

※ 既に電子証明書を発行されている場合、認証を行えません。ただし有効期限が切れる３０日前より

認証可能になります。 

※ ロックまたは閉塞の状態になった場合、該当ユーザーにメールでお知らせします。 

※ 一般ユーザーが閉塞の状態になった場合は、マスターユーザーにお問い合わせください。 

（マスターユーザーは一般ユーザーのロック・閉塞状態を解除できます。） 

※ マスターユーザーが閉塞の状態になった場合は、労金へお問い合わせください。 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

⑤ 発行 

［発行］ボタンを押します。 

 

【ボタン説明】 

キャンセル 電子証明書発行を中断し、「ろうきん賃金控除事務支援システムログイ

ン画面」を表示します。 

発行 電子証明書発行処理を実行します。 

 

警告メッセージが表示されますが、［はい］ボタンを押してください。 

［はい］ボタンを押すことで電子証明書の発行を開始します。 

 

＜Windows 10、Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

⑥ 発行中 

発行中は「電子証明書発行中」画面が表示されます。そのままお待ちください。 

 

 

⑦ インストール 

しばらくすると警告メッセージが表示されますが、［はい］ボタンを押してください。 

［はい］ボタンを押すことで電子証明書のインストールを開始します。 

 

＜Windows 10、Windows 11の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Windows 8.1の場合＞ 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

 

※ 警告メッセージで「いいえ」ボタンを押すと電子証明書のインストールが中断されます。 

ただし、電子証明書は既に発行済みとなっているため、電子証明書を失効する必要があります。 

電子証明書を失効させるには労金への申請が必要ですので、労金へお問い合わせください。 

 

 

 

［はい］ボタンを押した後、「電子証明書発行中」画面はそのまま継続表示されます。 

 

 

※ 電子証明書の発行とインストールは数十秒かかる場合があります。 
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《基本機能》 電子証明書の更新・再発行（有効期限切れ、パソコン変更） 

①ＵＲＬアクセス ②電子証明書選択 ③電子証明書発行選択 ④ユーザー認証 ⑤発行 ⑥発行中 ⑦インストール 

⑧発行結果 

 

⑧ 発行結果 

電子証明書発行結果を確認します。 

 

以上で電子証明書の更新・再発行は完了です。 

［閉じる］ボタンを押し、ブラウザを閉じてください。 

 

引き続きサービスを利用する場合は、再度ブラウザを起動して本システムにアクセスしま

す。 

本システムへのアクセスおよびログイン操作の詳細については、各画面説明をご確認くだ

さい。 

 

      「Ⅲ．１．本システムへのアクセス」 「Ⅲ．２．ログイン」 

 

【ボタン説明】 

閉じる 「電子証明書発行結果」画面を閉じます。（ブラウザを閉じます。） 

 

 

 


